
　
地
方
創
生
時
代
に
あ
っ
て
注
目
さ
れ
て

い
る
の
が
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」
だ
。
地
域
に

根
差
し
な
が
ら
、
地
域
と
世
界
を
つ
な
ぎ
、

海
外
の
活
力
を
地
域
に
取
り
込
み
、
地
域

を
活
性
化
さ
せ
て
い
く

│
そ
う
し
た
グ

ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
、
群
馬
県
前
橋
市
の
郊
外
に
あ
る

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
で
あ
る
。

　
同
大
学
は
、
学
生
数
約
１
０
０
０
人
の

単
科
大
学
で
、１
９
９
９
年
、短
期
大
学
を

４
年
制
大
学
に
改
組
し
、
日
本
初
の
国
際

社
会
学
部
を
設
置
し
て
以
来
、
国
際
的
な

視
野
を
持
ち
な
が
ら
地
域
の
諸
課
題
を
解

決
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
き
た
。
12
年

度
「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
支
援
事
業
（
Ｇ

Ｇ
Ｊ
）」、
14
年
度
「
地
（
知
）
の
拠
点
整

備
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
）」、15
年
度
「
大
学
教
育

再
生
加
速
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
Ａ
Ｐ
）」、
さ
ら

に
「
地（
知
）の
拠
点
大
学
に
よ
る
地
方
創

生
推
進
事
業（
Ｃ
Ｏ
Ｃ
＋
）」
と
、
文
部
科

学
省
の
支
援
事
業
に
採
択
さ
れ
、
地
方
創

生
や
学
修
質
保
証
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
拡
充
さ
せ
て
い
る
。

　
16
年
度
に
最
終
年
度
を
迎
え
た
Ｇ
Ｇ
Ｊ

で
は
、
育
成
を
目
指
す
人
材
像
に
「
次
世

代
の
地
域
社
会
を
牽
引
す
る
グ
ロ
ー
カ
ル

リ
ー
ダ
ー
」
を
掲
げ
、
群
馬
に
本
社
を
置

く
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
の
サ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
サ
ン
デ

ン
）
や
伊
勢
崎
市
教
育
委
員
会
な
ど
と
連

携
し
て
事
業
を
進
め
て
い
る
。
同
大
学
が

地
域
人
材
の
育
成
に
力
を
入
れ
る
背
景
に

は
、
群
馬
の
地
域
性
が
大
き
い
と
、
大
森

昭
生
学
長
は
語
る
。

　「
群
馬
県
は
、
第
２
次
産
業
の
比
率
が
他

県
に
比
べ
て
高
い
、
も
の
づ
く
り
の
県
で

す
。
加
え
て
、
農
業
も
主
要
産
業
の
１
つ

で
あ
り
、
い
ず
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
中
で
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。
時

代
の
う
ね
り
の
中
で
、
こ
れ
か
ら
の
群
馬

を
担
う
人
材
が
、
国
内
の
こ
と
し
か
知
ら

ず
、
群
馬
の
中
だ
け
で
生
き
て
い
く
と
い

う
考
え
で
は
、
地
域
の
発
展
は
望
め
ま
せ

ん
。
群
馬
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身

地
域
で
暮
ら
し
、
一
生
懸
命
働
き
な
が
ら

世
界
と
の
つ
な
が
り
を
築
け
る
よ
う
な
人

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
学
長

大
森
昭
生

　お
お
も
り
・
あ
き
お

国
際
社
会
学
部
長
、
副
学
長
な
ど
を
経

て
、
２
０
１
６
年
か
ら
現
職
。

38 February  2017

地域社会を牽引する
グローカルリーダーの育成を目指す

地方私立大学の改革
共愛学園前橋国際大学 ●グローカルプロジェクト

地方の小規模単科大学ながら、文部科学省の複数の支援事業に採択され、各種大学ランキングの上位にも名
を連ねる共愛学園前橋国際大学。2012年度から「グローバル人材育成支援事業（GGJ）」、１４年度から「地
（知）の拠点整備事業（ＣＯＣ）」に採択され、地域社会を牽引する「グローカルリーダー」の育成に力を入れ
ている。地域に根差したグローバル教育を通して、どのような人材を育てようとしているのか。そして、その
ために教育の質をどう保証するのか。地方私立大学の未来を先取りする取り組みをリポートする。

大 学 Evo l ut ion
大学が拓く新しい学び

地
域
で
働
き
な
が
ら
世
界
と
も
つ
な
が
れ
る
人
材
を
育
成
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材
が
、
地
方
に
こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
の

で
す
」

　
群
馬
県
は
外
国
人
住
民
比
率
が
全
国
６

位
で
、
児
童
の
１
割
以
上
が
外
国
籍
と
い

う
小
学
校
も
あ
る
。
そ
う
し
た
「
生
活
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
は
、
今
後
、
全
国
の
地

方
都
市
で
加
速
す
る
と
予
測
さ
れ
て
お
り
、

多
文
化
共
生
の
面
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
体

験
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
、
教
育
活
動

を
行
っ
て
い
る
。

　
同
大
学
で
は
、
グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー

に
必
要
と
さ
れ
る
資
質
を
次
の
３
つ
に
定

義
し
た
。

①
英
語
を
中
心
と
し
た
外
国
語
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

②
主
体
性
・
積
極
性
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
・

協
調
性
・
柔
軟
性
・
責
任
感
・
使
命
感

③
異
文
化
に
対
す
る
理
解
と
地
域
人
と
し

て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

　
そ
れ
ら
の
資
質
を
備
え
た
人
材
を
育
成

す
る
た
め
に
進
め
て
い
る
の
が
、「K

yoai 

Glocal Project

」
だ
。
課
題
解
決
型
学
習

や
高
度
な
語
学
教
育
を
基
盤
と
し
て
、
世

界
や
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
学
び
を

深
め
て
い
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
。

　
そ
の
柱
と
な
る
取
り
組
み
は
、
ど
の

学
生
も
履
修
で
き
る
「Global Career 

T
raining

副
専
攻
」
だ
。「
語
学
」「
理
論
・

ス
キ
ル
」「
実
践
」
の
３
要
素
か
ら
成
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
１
対
１
の
英

語
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
英
語
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
や
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
学
ぶ
科
目
、
企
業

や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
体
験
型
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
教
育
と
し

て
、
主
体
性
や
協
調
性
を
育
む
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
全
科
目
の
75
％
の
授

業
で
取
り
入
れ
、
国
際
交
流
を
推
進
す

る
た
め
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
多
数
用

意
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
や
発
表
の
準
備
な
ど
が
行
い
や
す

い
よ
う
に
設
計
さ
れ
た
校
舎
「K

Y
O

A
I 

CO
M

M
O

N
S

」
も
あ
る
。

　
学
生
が
大
き
な
成
長
を
見
せ
る
の
が
、

「Global Career T
raining

副
専
攻
」
の

中
の「Global Project W

ork

」（
図
１
）だ
。

　
例
え
ば
、「
児
童
向
け
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
は
、
夏
休
み
の

２
日
間
、
伊
勢
崎
市
内
の
小
学
生
を
対
象

に
海
外
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
く
。
企
画
・
運
営
を
担
当

す
る
の
は
、
希
望
者
で
結
成
さ
れ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
だ
。
２
年
生
の
時
に
参

加
し
た
児
童
教
育
コ
ー
ス
（
小
学
校
教
員

養
成
課
程
）
３
年
の
中
里
美
穂
さ
ん
は
、

当
日
、
子
ど
も
に
提
示
す
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン

内
容
の
企
画
を
担
当
し
た
。

　「
昨
年
は
２
年
生
２
人
、
３
年
生
４
人
の

チ
ー
ム
で
し
た
が
、２
年
生
だ
か
ら
と
い
っ

て
先
輩
に
頼
れ
ば
よ
い
と
い
う
気
持
ち
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
英

語
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に
は
ど

う
す
れ
ば
よ
い
の
か
、
悩
み
な
が
ら
準
備

を
進
め
ま
し
た
」

　
15
年
度
は
小
学
校
15
校
か
ら
６
年
生
29

人
が
参
加
し
、
ク
イ
ズ
や
海
外
旅
行
プ
ラ

ン
の
作
成
な
ど
を
行
っ
た
。
楽
し
そ
う
に

活
動
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
に
大
き
な
達

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
国
際
社
会

学
部
国
際
社
会
学
科
４
年

堀
本
佳
道
　ほ
り
も
と
・
よ
し
み
ち

英
語
コ
ー
ス
所
属
。
群
馬
県
立
太
田

東
高
校
卒
業
。

共
愛
学
園
前
橋
国
際
大
学
国
際
社
会

学
部
国
際
社
会
学
科
３
年

中
里
美
穂

　な
か
ざ
と
・
み
ほ

児
童
教
育
コ
ー
ス
所
属
。
群
馬
県
立

前
橋
商
業
高
校
卒
業
。

プログラム 概要

アメリカ
研修サポート
インターン

伊勢崎市の中学生の海外研修（ミズー
リ州立大学・サンデンデトロイト工場）
の引率支援をする。

アジア圏での
ミッション

コンプリート研修

アジア圏のサンデン現地法人を拠点
に、現地において様々なビジネス・ミッ
ションに取り組む。

児童向け
グローバル教育
ワークショップ

学生、サンデン社員、伊勢崎市教育
委員会の協働プロジェクト。伊勢崎市
内の小学生が参加するワークショップ
を企画・運営、コーディネートする。

アジア
異文化研修

初めて海外を体験する学生向け。サンデ
ン現地法人訪問、大学生や高校生との
交流やボランティア活動を通して異文化
を体験。

＊同大学の資料を基に編集部で作成

図１ 「Global Project Work」の活動例

写真１　2016 年度「児童向けグローバル教育ワークショッ
プ」の様子。小学校 14 校の６年生 38人が参加し、外国
について学べるゲームやクイズなどを楽しんだ。
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学
年
を
超
え
て
チ
ー
ム
を
組
み
、
様
々
な
課
題
解
決
に
挑
む

地
域
の
子
ど
も
た
ち
に

夢
を
与
え
ら
れ
た
喜
び
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成
感
を
得
た
中
里
さ
ん
。
後
日
、
参
加
者

の
１
人
が
英
語
に
興
味
を
持
ち
、「
将
来
は

英
語
の
先
生
に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
き

た
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
た
と
い
う
。

　「
私
が
か
か
わ
っ
た
活
動
で
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
、
何

よ
り
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
将
来
は
小
学

校
の
先
生
に
な
り
、
世
界
で
活
躍
で
き
る

子
ど
も
た
ち
を
育
て
た
い
と
い
う
思
い
が

よ
り
一
層
強
く
な
り
ま
し
た
」（
中
里
さ
ん
）

　
一
方
、
学
生
に
「
地
獄
の
研
修
」
と
呼

ば
れ
る
「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
プ
リ
ー
ト
研

修
」
で
徹
底
的
に
鍛
え
ら
れ
た
の
が
、
英

語
コ
ー
ス
４
年
の
堀
本
佳
道
さ
ん
だ
。
タ

イ
に
２
週
間
滞
在
し
、
サ
ン
デ
ン
の
現
地

法
人
か
ら
課
さ
れ
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取
り

組
む
課
題
解
決
型
研
修
で
あ
る
。
毎
朝
９

時
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
発
令
さ
れ
、
午
後
３

時
ま
で
に
グ
ル
ー
プ
で
解
決
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
加
え
て
、
日
本
出
発
前
に
提

示
さ
れ
た
フ
ァ
イ
ナ
ル
ミ
ッ
シ
ョ
ン
も
並

行
し
て
進
め
る
。

　
毎
日
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
タ
イ
語
で
の

自
己
紹
介
」
に
始
ま
り
、「
現
地
ブ
ラ
ン
ド

の
販
売
戦
略
」「
現
地
の
ラ
ー
メ
ン
店
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
、
徐
々
に
レ
ベ
ル

が
上
が
っ
て
い
く
。フ
ァ
イ
ナ
ル
ミ
ッ
シ
ョ

ン
は
、「
日
本
の
自
動
販
売
機
を
タ
イ
で
展

開
す
る
た
め
の
戦
略
」
だ
っ
た
（
写
真
２
）。

　「
内
容
的
に
も
時
間
的
に
も
厳
し
い
ミ
ッ

シ
ョ
ン
だ
っ
た
上
に
、
自
分
の
英
語
が
現

地
の
人
に
通
じ
ず
、
と
に
か
く
大
変
で
し

た
。
日
本
に
帰
り
た
い
と
何
度
も
思
い
ま

し
た
が
、
自
分
は
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
で
、

メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
一
番
英
語
が
話
せ
ま

し
た
。
自
分
が
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
責
任
感
か
ら
自
分
を
鼓
舞
し
て
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
り
遂
げ
ま
し
た
。
最
後

に
、
現
地
企
業
の
社
長
か
ら
『
自
社
で
提

案
し
て
ほ
し
い
』
と
い
う
言
葉
を
い
た
だ

い
た
時
は
、
す
べ
て
の
苦
労
が
報
わ
れ
た

思
い
で
し
た
」（
堀
本
さ
ん
）

　
堀
本
さ
ん
は
、「
社
会
人
と
し
て
ど
の
よ

う
な
力
が
必
要
な
の
か
も
、
こ
の
研
修
を

通
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
語
る
。

メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
強
み
を
生
か
し
て

ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
や
り
遂
げ
る
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
、
企
画
立
案
の
た
め
の
情
報
収
集
能
力
、

的
確
に
表
現
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

能
力
、
交
渉
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
ネ
ゴ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン
能
力
な
ど
が
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
取

り
組
む
過
程
で
鍛
え
ら
れ
て
い
く
。

　「
こ
の
研
修
で
は
、
英
語
コ
ー
ス
、
国
際

コ
ー
ス
、
情
報
・
経
営
コ
ー
ス
な
ど
の
学

生
が
混
合
で
チ
ー
ム
を
組
み
ま
す
。
英
語

が
で
き
な
く
て
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
や
会
計
の

知
識
な
ど
自
分
の
強
み
を
生
か
し
て
チ
ー

ム
に
貢
献
で
き
る
か
が
重
要
な
の
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
舞
台
で
も
臆
す
る
こ
と
な

く
、
課
題
解
決
に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
の
力

を
発
揮
し
な
が
ら
チ
ー
ム
・
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
が
で
き
る
か
ど
う
か
。
地
方
の
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
に
必
要
な
の
は
、
そ
の
よ
う
な

力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
大
森
学
長
）

　
学
生
の
成
長
を
可
視
化
す
る
た
め
に
、

写真２　2016 年３月に行われた「ミッションコン
プリート研修」で、ミッション達成のため、観光
客にヒアリング調査を行う様子。ミッションのプ
レッシャーから、自ら話さざるを得ない。

軸 12の力 力の定義

識見

共生のための
知識

多様な存在が共生し続けることができる社
会を築いていくために必要な知識

共生のための
態度

多様な存在が共生し続けることを尊重する
考えや行動

グローカル・
マインド

地域社会と国際社会のかかわりを捉え、両
者をつなぐことで、地域社会の発展に貢献
する姿勢

自律
する力

自己を
理解する力

自己の特徴、強みや弱み、成長を正確に理
解する力

自己を
制御する力

ストレスや感情の揺れ動きに対処しながら、
学びや課題に持続して取り組む力

主体性
人からの指示を待つのではなく、自らやるべ
きことを見つけ、行動する力

コミュニ
ケーション
力

伝え合う力
コミュニケーションにおいて、相手の意図を正し 
く理解し、自分の意図を効果的に伝達する力

協働する力
ほかのメンバーと協調しながら集団として目
標に向けて行動する力

関係を
構築する力 様々な他者と円滑な関係を築く力

問題に
対応する力

分析し、
思考する力

様々な情報を収集、分析し、論理的に思考
して課題を発見する力

構想し、
実行する力

課題に対応するための計画を立て、実行す
る力

実践的スキル
現代社会において、必要な基本的スキルと
自らの強みとなる実践的スキル

＊同大学の資料を基に編集部で作成

図２ 「共愛12の力」
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視
化
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同
大
学
の
学
生
は
、
45
％
が
海
外
留
学

制
度
を
利
用
し
、
90
％
以
上
が
キ
ャ
ン
パ

ス
内
外
で
展
開
さ
れ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
を
経
験
す
る
。
学
生
は
な
ぜ
様
々

な
活
動
に
挑
戦
す
る
の
か
。
学
生
が
皆
、

指
摘
す
る
の
は
、
周
囲
か
ら
の
刺
激
だ
。

　「
目
的
意
識
が
高
い
友
人
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
が
大
き
い
と
思
い
ま
す
。
誰
々
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
、
資
格
試
験

の
準
備
を
始
め
た
と
い
っ
た
話
を
聞
く
と
、

自
分
も
負
け
て
い
ら
れ
な
い
と
い
う
気
持

ち
を
か
き
立
て
ら
れ
ま
す
」（
中
里
さ
ん
）

　「
こ
の
大
学
に
入
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
経

験
を
す
る
か
が
重
要
だ
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
周
り
に
負
け
た
く
な
い
と
い

う
思
い
が
強
く
、
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

挑
戦
し
ま
し
た
。
留
学
制
度
や
体
験
型
の

研
修
以
外
に
も
、
大
学
に
は
コ
ン
テ
ス
ト

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
、
地
域
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン

グ
な
ど
、
学
生
主
体
で
取
り
組
む
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
意
欲
の
あ

る
学
生
が
力
を
発
揮
で
き
る
場
が
あ
る
こ

と
が
、
自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
堀
本
さ
ん
）

　「
グ
ロ
ー
カ
ル
人
材
の
育
成
」
と
い
う
大

学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
具
現
化
し
つ
つ
あ

る
。
卒
業
生
の
中
に
は
、
地
元
企
業
の
海

外
関
連
の
部
署
で
活
躍
す
る
者
、
一
度
は

他
県
で
就
職
し
た
が
、
地
元
の
発
展
の
た

め
に
群
馬
県
に
帰
っ
て
く
る
者
が
増
え
て

い
る
。
ま
た
、
新
入
社
員
で
グ
ロ
ー
バ
ル

同
大
学
で
は
、
卒
業
時
ま
で
に
身
に
つ
け

た
い
力
と
し
て
「
共
愛
12
の
力
」（
図
２
）

と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
設
定
。
学
生
は
年
度

ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
の
力
が
ど
の
レ
ベ
ル
に

達
し
て
い
る
の
か
を
、
コ
ー
ス
の
担
当
教

員
と
相
談
し
な
が
ら
自
己
評
価
す
る
。
そ

の
内
容
は
、
ｅ
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
シ
ス
テ

ム
「K

yoai Career Gate
」
の
個
人
ペ
ー

ジ
に
、履
修
科
目
や
海
外
・
地
域
で
の
経
験
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
と
と

も
に
蓄
積
さ
れ
、
ど
の
取
り
組
み
が
ど
の

力
を
伸
ば
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
か
が

一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　「
私
た
ち
が
育
て
た
い
の
は
、
自
律
し
た

学
習
者
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
学
生
が

自
分
の
言
葉
で
自
分
自
身
の
成
長
を
語
れ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。『K

yoai Career 
Gate

』
で
は
、『
こ
の
力
が
つ
い
た
の
は

海
外
研
修
で
こ
う
い
う
経
験
を
し
た
か
ら
』

と
い
う
よ
う
に
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と

身
に
つ
け
た
力
が
関
連
づ
け
て
示
さ
れ
る

よ
う
な
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。
学

生
が
自
分
の
成
長
を
実
感
で
き
る
と
と
も

に
、
自
分
に
足
り
な
い
力
を
考
え
て
、
履

修
科
目
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
り
ま
し
た
」（
大
森
学
長
）

　「K
yoai Career Gate

」
に
は
、
全
国

に
先
駆
け
て
、
学
生
が
自
身
の
活
動
履
歴

を
外
部
に
公
開
す
る「
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」（
公

開
履
歴
書
）
の
機
能
も
備
え
た
。
就
職
活

動
で
は
、
そ
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
企
業
の
採
用
担

当
に
伝
え
れ
ば
、「K

yoai Career Gate

」

に
蓄
積
さ
れ
た
在
学
中
の
活
動
や
成
長
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。
ま
た
、
出
身
高
校
に

公
開
す
れ
ば
、
高
校
側
は
卒
業
生
の
成
長

や
活
躍
を
把
握
で
き
る
。

推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
卒
業

生
や
、「
ミ
ッ
シ
ョ
ン
コ
ン
プ
リ
ー
ト
研
修
」

で
課
題
を
解
決
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ
を

ば
ね
に
、帰
国
後
、ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
し
て
大
学
生
部
門
賞
を
受
賞
し
、

在
学
中
に
起
業
し
た
学
生
も
い
る
。

　
も
ち
ろ
ん
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
す
る

か
ど
う
か
は
、
学
生
の
や
る
気
次
第
だ
。

　「
連
携
す
る
県
内
の
高
校
の
先
生
か
ら
言

わ
れ
た
言
葉
を
借
り
れ
ば
、学
生
に
は
『
自

分
を
成
長
さ
せ
る
糧
を
つ
か
み
取
る
力
』

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

大
学
で
は
、
自
ら
挑
戦
す
る
姿
勢
が
求
め

ら
れ
ま
す
が
、
積
極
的
に
挑
戦
す
る
学
生

と
受
け
身
の
学
生
の
間
に
は
『
チ
ャ
レ
ン

ジ
格
差
』
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
高
校

時
代
か
ら
様
々
な
経
験
を
積
み
重
ね
て
お

く
こ
と
で
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
培
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」（
大
森
学
長
）

　
高
校
時
代
に
主
体
的
な
学
び
を
経
験
し

た
学
生
は
、
１
年
次
か
ら
様
々
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
い
う
。
多

く
の
大
学
が
、
学
生
の
意
欲
に
応
え
る
た

め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
る
。
あ

と
は
学
生
自
身
が
そ
れ
を
い
か
に
利
用
で

き
る
か
だ
。
高
校
時
代
の
学
び
の
あ
り
方

が
、
大
学
で
の
さ
ら
な
る
成
長
に
大
き
く

関
係
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　「
本
学
の
教
育
を
高
校
現
場
に
ア
ピ
ー
ル

す
る
だ
け
で
な
く
、
大
学
教
育
の
現
状
を

知
っ
て
も
ら
い
、
高
校
と
大
学
が
互
い
に

刺
激
し
合
っ
て
教
育
を
変
え
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。『
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
』
は

大
学
と
産
業
界
、
高
校
教
育
と
の
接
続
で

大
き
な
効
果
を
発
揮
す
る
で
し
ょ
う
」（
大

森
学
長
）
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